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伝 う 肺 カ ル テ j イ ド の 検 討
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姉 か レチ ノ イ ド, 手 術 例 9 例 に つ い て , そ の レ 線 像 を

車 に濫 検 討 し た . 拍 庫 枢 塾 3 鰍 莱 櫓 型 6 例 と , 未 柄 型

が 多 か っ た . ほ 俳 定 型 的 か しチ j イ ドは 5例 で , 家 柄 型

6 例 車 魂 例 は 非 定 型 例 で あ -〕た 血 潮 朱 的 型 か レチ ノ イ ド

に 特 徴 的 円 形 臆 癒 影 は 語 例 の み で 9 う ち 実 例 は 定 型 例 で

あ っ た 日 射 未 的 型 か i/チ メ イ ド非 定 数 別 項 例 中 3 例 は ,

何 ら か の 不 整 像 を 着 LJや 腺 癌 と の 鑑 別 が 困 蟹 で あ っ た ,

制 * 檀 型 3 例 中 , 定 型 例 望 例 は , 気 管 支 鏡 に て カ ル テ ノ

イ Ulの 診 断 が 可 能 で あ る が チ 非 定 型 例 旦例 は , 扇 平 ヒ 皮

癌 と の 鑑 別 が 困 幣 で あ -1た .

7 ) 肉 腫 成 分 を 突 い た 肺 薄 綿 那泡 膝 の 且 例
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肺 芽 細 胞 腫 は 胎 児 肺 に 似 た 腹 腔 と 肉 腫 成 分 と か ど}な る

き わ め て 護 れ な 肺 の 悪 性 経 慶 で あ る 凸 こ の 姉 芽 細 胞 膝 の

土 成 性 成 分 の み か ら 成 る 腫 慶 (病 理 学 的 命 名 は 確 立 ざ れ

て い な い が こ こ で は 肉 腫 成 分 を 衆 い え二肺 芽 細 胞 腫 と い う

表 現 を 用 い る ) と 思 わ れ る 症 例 を 経 験 し た の で 報 掌;-す る や

症 例 は 35才 女 性 で テ 健 診 で 姉 野 の 異 常 影 を 指 摘 さ れ 予

精 査 の 結 果 右 Si の 3 cm 太 の 境 界 明 瞭 平 滑 な 球 形 様 の

経 癌 で f3号 を 圧 排 し て 発 奮 す る こ と か UL_適 性 瞳 嬢 を 疑 わ

れ た ･ 気 管 支 動 脈 遺 影 で は 施 療 の 辺 縁 よ り網 状 に 分 布 す

る 血 管 の 堰 生 が あ り , 臆 轟 濃 弟 が み ら れ 真二の で 硬 化 性 血

管 経 が 疑 わ れ た d 切 除 瞭 泰 で は 竜 野 楽 観 胸 膜 蔽 打 の

肺 胞 をこ よ る 偽 被 膜 に 鍾 渡 れ , 左 排 性 に 発 奮 す る 臆 慶 で ア

グ リ ニト 巧 守 をこ 富 む 胞 体 を も つ胎児肺をこ似た腺鰹をなす
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8)口腔癌放射線治療後がうV顎骨壊死
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398射198至湾この間をこl琉球大学附属病院 (関連病院治

療施設借用例を含む)をこて治療 Lた口腔癌新鮮例で予根

治的放射線療法を施行 した症例について,晩発障害とL

ての ㌣~顎骨壊死発生状況とその治療過程について検討 し

た.対象症例の TN 分額は rT3閥夏までで手筈醸誠例ち

㌃1陛既癌 8例ヶ歯肉癌4例や頬粘膜癌 7例の計詔9鰍であ

るt放射線治療は設備の関係から,後半の半狛酢 監組織

.Ln .-･ミ

内 照 射 が 可 能 と な っ た が , そ れ 以 前 は 外 照 射 と 口 腔 内 電

下 顎 骨 をこ 隣 接 す る 下 歯 肉 癌 3 例 と 口 腔 庶 癌 ユ 例 に 下 顎 骨

_甘 隼 :,I: L 互 Jt･ 三 ㌧ ･‖ 町 十 .- こ て 揖 再 射 廿 甘 ､川 中 折 町 ∴ 肯

与 線 W巌 二は T D F 且 5 軋 ま 土 に み ら れ た . 発 症 時 期 は 治 療 開

始 よ り 7 - 2 洩 れ 昂 で 声 そ の う ち 2 例 は 約 2 年 で 腐 骨 脱 落

を み た 胡 限 局 性 の 場 合 , 保 存 的 治 療 で 治 癒 汚 摘 転 で あ る .

9 う 頭 繋 自 邸 進 拍 癌 に 対 ず る 照 射 前 階 一㌢ :療 法
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昭 和 5 9 年 且 2 月 よ を/摘 望 年 且 月 ま で ァ 頭 頚 部 進 行 癌 新 鮮 症

例 に 対 し て , 矯 所 制 御 率 の 向 を二, 遠 隔 転 移 の 防 iL , ひ い

て は 治 療 成 績 改 善 の た め をこ す 照 劇 前 化 学 療 法 昭 D D P +

5 - F U ) を 行 っ た . こ れ ノを 針 - 3 タ - ル 投 与 擾 予 望 週 間

i:浅 内 に 放 射 線 治 療 を 開 始 L た . 症 例 は 男 性 望 趨 鰍 身 性 ヱ

例 で , 年 齢 中 敷 値 は 5 6 歳 で あ っ た . 病 期 は EE が 且 例 , H f

が 6 例 , W が 摘 例 で あ り た す 化 学 療 法 の 泰 効 率 は C R

嶺 例 予 P R h W トu で 7 2 % で あ っ た A 引 き 続 き 行 わ れ た 放 射

線 治 療 は き 完 遂 例 且 8 例 で あ り 平 終 了 後 3 3 例 が C R と な - 〟)

た . 化 学 療 法 で P R と な っ た 症 例 は 予 放 射 線 治 療 に 良

く 反 応 L た ℡ な お l 例 は 照 射 後 手 術 を 行 い き 結 局 最 終 治

填 ~ーV l l や 十 l･ L Itt ∴ 二 十 八 二.:': Ll-､ 総 局 車 中 't か 川 上

遠 隔 転 移 が 望 例 出 現 L 7 8 例 が 無 病 壁 存 L て い る さ

措 歪 壷 漕 姦 策 表 は 産 品 品 晶 露 新 潟 )

6 1 十 卜 t甘 さ T Ll~､- 1 十 I L一 半 1､帖 ト- ご 卜 :!日 日 ん津 凍 上

を試みた1且例をこついて検討 し亮 二,表 在 性 5 ,腹 腔 内 2 ,

廿矧 牛竜.梅軒上 目;;1;i.日 .･i ll∴ f∴∴∴ ‖甘 さ二廿

u 方法は,照射との併鮎 加温確度は嶺0℃最上ア否m温

時間は4-5Wjjt.週 日乳 7回最 上を目標とLた,

盟) 温度測定は熱電対温度計を健月遷†経療内温度を測定

できたも釣針 近傍の管腔臓器内で測ったもの5例であり

;与 畑Elu号烏:i言｣卜車il廿 封L.:i). i-'回 1. (汗三;I. 7

回i領例･鮭加温回数別軌 平均4,6回.加温時間は議0-75

十 日卜叫1.r,∴十 ･Mt∴ヒー:-_:ド_り十さ十号 ∴骨守 雄 ti川口 5日

射 3回以上加温できた8例中 PR 3例 (37.5%)I


